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第１図　日中韓の年齢別人口割合（2000年）
資料：国際連合「世界人口年鑑」

第２図　秋田県と東京都の年齢構成（2005年）
資料：国勢調査

　

日
中
韓
の
３
カ
国
は
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
再
生
産
可
能
な
約
２
人
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
も
低
い
出
生

率
が
継
続
す
る
と
急
速
な
高
齢
化
が

予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
人

口
の
年
齢
構
成
は
３
カ
国
で
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
第
１
図
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
50
歳
以
上
で
は
日
本
の
割
合
が

高
く
、
高
齢
化
が
他
の
２
国
よ
り
も
進

行
し
て
い
る
。
韓
国
、
中
国
で
は
人
口

の
多
い
年
齢
層
が
高
齢
者
に
達
す
る
ま

で
に
は
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
が
、
最
近

の
少
子
化
、
平
均
寿
命
の
伸
長
に
よ
り

高
齢
化
の
急
速
な
進
行
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
産
児
制
限
の
施
策
を
実

施
し
た
日
本
、
中
国
で
は
、
年
齢
に
よ

る
人
口
の
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
人
口
の
多
い
世
代
を
「
第
１

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
」（
現
在
50
歳
代
後

半
）
及
び
「
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
」

（
現
在
30
歳
代
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
農
村

部
で
は
「
昭
和
１
ケ
タ
世
代
」（
現
在
70
歳

代
）
の
人
口
が
多
く
、
都
市
部
と
農
村
部
で

の
人
口
分
布
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
第
２

図
で
、
東
京
都
と
秋
田
県
（
最
も
人
口
減
少

率
の
高
い
県
）
の
年
齢
分
布
を
示
し
た
が
、

秋
田
県
で
は
「
昭
和
１
ケ
タ
世
代
」
と
そ
の

子
供
世
代
で
人
口
が
多
く
、
東
京
都
で
は
第

１
次
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
人
口

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
で
は
20
、
30
歳

代
の
人
口
が
多
い
た
め
、
高
齢
化
率
は
比
較

的
低
い
の
に
対
し
、
秋
田
県
で
は
こ
の
年
齢

層
が
少
な
い
た
め
高
齢
化
率
は
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
韓
国
で
は
２
０
０
５
年
の
高
齢
化

率
が
都
市
７
％
、
農
村
部
19
％
と
農
村
部
で

高
く
な
っ
て
お
り
、
農
村
部
で
の
高
齢
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
国
で
は
、
許

容
さ
れ
る
出
生
数
が
都
市
部
よ
り
農
村
部
で

多
い
た
め
、
統
計
的
に
は
よ
り
少
子
化
の
進

ん
で
い
る
都
市
部
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
の
流

出
人
口
数
が
正
確
に
は
把
握
さ
れ
て
お
ら

ず
、
農
村
と
都
市
部
の
ど
ち
ら
が
高
齢
化
し

て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。 松

久　

勉

農
業
・
農
村
領
域
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齢
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第３図　大都市圏の純移動数の動向
資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」
注：東京圏は「東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県」
　　名古屋圏は「愛知県、岐阜県、三重県」
　　大阪圏は「大阪府、京都府、兵庫県、奈良県」

第４図　今後の総人口、65歳以上人口の動向（2005年=100）
　　　 資料：社会保障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口」

　

こ
の
約
30
年
間
の
三
大
都
市
圏
へ
の
移
動

数
を
み
る
と
（
第
３
図
参
照
）、
ほ
と
ん
ど

の
年
で
純
移
動
数
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
の
は
東

京
圏
だ
け
で
、
大
阪
圏
は
純
流
出
、
名
古
屋

圏
も
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
推
移
し
て
い
る
。
東
京
圏

の
純
移
動
数
は
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、

２
０
０
６
年
は
バ
ブ
ル
時
代
の
ピ
ー
ク
時
に

近
い
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
の
動
向
を
み
る
と
、
18
歳
で
都
市
部

に
出
て
20
歳
代
で
地
方
に
戻
る
人
が
減
っ

て
、
20
歳
代
に
な
っ
て
か
ら
都
市
部
に
出
て

地
方
に
戻
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
た
結
果
、

20
歳
代
が
今
ま
で
以
上
に
東
京
圏
に
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
東
京
都
で
は

若
者
の
割
合
が
高
ま
る
一
方
で
、
秋
田
県
で

は
高
齢
化
が
一
層
進
行
し
て
い
る
。

　

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
み
る
と
（
第
４
図

参
照
）、
三
大
都
市
圏
の
人
口
は
２
０
１
０

年
ま
で
増
加
し
、
そ
の
後
は
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
他
地
域
の
人

口
は
２
０
０
５
年
以
降
減
少
し
て
お
り
、
そ

の
減
少
率
は
次
第
に
高
ま
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
三
大
都
市
圏
の
65
歳
以
上
の
人
口
は

高
い
伸
び
を
示
し
、
２
０
２
０
年
以
降
も
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
そ
の
他
地

域
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
２
０
２
０
年
ま
で

増
加
す
る
が
、
三
大
都
市
圏
の
伸
び
よ
り
低

く
、２
０
２
０
年
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
。

　

今
後
、
三
大
都
市
圏
は
総
人
口
が
横
ば
い

傾
向
の
中
で
65
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
し
て

い
く
の
に
対
し
、
そ
の
他
地
域
は
65
歳
以
上

人
口
が
横
ば
い
の
中
で
総
人
口
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

日
本
で
は
都
市
部
で
は
高
齢
者
の
増
加
に
よ

る
「
高
齢
化
」
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
の
に

対
し
、
そ
の
他
地
域
（
地
方
）
で
は
、
高
齢

化
よ
り
も
「
人
口
減
少
」
が
大
き
な
問
題
と

な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
予

測
結
果
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

最
近
の
20
歳
代
の
都
市
部
へ
の
集
中
に
よ

り
、
そ
の
他
地
域
の
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

は
高
ま
っ
て
い
る
。

【
引
用
文
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】
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「
日
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の

都
道
府
県
別
将
来
人
口
推
計
」（
平
成
19
年
５
月
推

計
）
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